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feed back ⇒Metal, Star Formation
ionizing sourceを区別するため、AO-IFS w/ Keck OSIRISで
NIR診断 (0”.035-0”.100/spaxel ~ 40pc/spaxel)
Mergerとの関連も見る
KOALA surveyの21天体(22 nuclei)

H2 thermally excited?
• H2が衝突励起ならば、

H2/Brγがthermal, non-
thermalの区別に使える

• 今回のサンプルはmixだが、
thermal

• H2/Brγ>2の強いショック
ガス候補はshockの領域の
近くにある
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H2/Brγ > 2の天体
• 5ULIRG, 1LIRG
⇒ULIRGが多い
⇒強いAGN, 強い
starburstを持つ
mergerが進んだ
systemで多い？

AGNとの関わり
• AGN hostの半分は

shocked H2 ⇒
circumnuclearでAGNが
効くのは自然。

• AGNとshocked gasの相
関が弱い
⇒他のプロセス
C-C collision, mechanical 
perturbation

MIR診断との比較
• 相関あり : H2を介して
• maxのフィッティング
が平坦で分散大
⇒shocked regionを抜き
出すには高分解能観測
が必要
PDRでの上限より高い
⇒その他のプロセス
(shock)

グレーはlowest physical 
resolutionでrebinしたもの

〇 : mean H2/Brγ
◇ : max : H2/Brγ

nuclear regionに関わらず、
銀河全体をSWIMSでは見れる。
ディスクではどうなっているか？


